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Abstract m 


The present study has been undertaken to find the most efficient procedure and 
nost optimal conditions for-obtaining. a large number of young Oncomelania snails in the 
laboratory for experimental purpose. In this study the author attempted to obtain de- 
tailed information about the influence of some environmental physical factors on growth 
and hatching of the eggs. Initially, the response of the eggs to peer and degree 
of wetness was observed. f 

Fresh eggs of O. nosophora and O. quadrasi which were covered with mud-like parti. 
cles were collected from the egg-laying chambers at daily intervals and placed on soil 
or filter paper contained in Petri dishes which were kept at constant temperature and 
moisture. If conditions were proper, the egg-cells developed up to mature larvae and 
some of them hatched normally in these culture chambers. l 

For testing the influence of wetness, the six grades of wetness were experimentally 
established according to amount of water contained in filter paper of 15cm diameter: 
On dry soil and dry filter paper, the eggs died within several hours. In O. nosopkora | 

eggs, desirable amount of water given to filter paper was around 6ml at least, bat Q, 
quadrasi eggs required much larger amount of water for the survival and development. 
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Under desirable wetness conditions, optimal growth was found at about 20-25°C in which 
about 80 per cent or more of the eggs developed to the mature stage (the stage of late 
veliger) within 20 days. Higher temperature over 30°C resulted increased mortality in 
the early stage of development. At 15°C, on the other hand, the eggs required a longer period 
of incubation for maturation, especially O. quadrasi eggs markedly inhibited in the develop- 
ment. On further lowering of temperature below 10?C they almost ceased their growth. 

In culture chamber, the eggs began to hatch naturally 20 to 30 days after incuba- 
B the 
culture ground and filter paper were. covered with water at this time, mature eggs ac- 


tion under ideal conditions, but the rate of hatching was not especially high. 
tively hatched within 24 hours. On the other hand, when the fresh eggs were culti- 
vated on filter paper submerged into water from begining, most of eggs developed to 
mature eggs and hatched successively day by day. According to the observation bassd 
on these phenomena, the incubation period necessary to obtain maximum hatchinz was 
recognized to be about 22 days at 20°C, 15 days at 25°C and 13 days at 27-30°C respec- 


tively. Therefore, this procedure can be recommended . as an efficient way to obtain 


young snails. 


m 


— SECO BUR d RO BR AE o SERRE C d 
数 の 宮入 由 が 必要 で ある . tho TERS EA ROA 
の 観察 や 飼育 の 研究 が 行わ れ 多 数 の 報告 が ある . し か 


し な が ら と れ ら の 研究 を 概観 する と , その 大 多数 ば 成 ~ 


Ro, 自然 に 解 化し た 稚 員 を 対象 と し て 基 の 後 の 発育 
と , その 条件 を 追求 し た も の で , 宮入 貝 の 卵子 の 発育 


D, 時 化 の 条件 に つい て 記載 し た も の は 極め て 少な い . 
位 か に 杉浦 て 1933) が O, nosophora の 卵子 で 腔 子 の 発育 ・ 
過程 を 観察 し , 王 ら (1956) が 0. hupznsis の 卵子 の 発 
育 と 及ぼ す , 水分 と 温度 の 影響 に つい て 言及 し て いる . /— 


その ほか , 杉浦 (1955), Abbott (1946), Ishii & 


Tsuda.(1951), Otori (1956), Chi & Wagner - 
(198, SAITO BARRE t ORE LU 


mh 


て いる に すぎ な い . 著者 は 実験 室内 で , 著者 が 考案 し 
た 土 壊 培地 濾紙 培地 を 用 いて 宮入 上 員 卵 子 の 飼育 を 試 
み , その 発育 通 程 を 観察 する と 同時 に , 発育 及び 蜂 化 


に 及ぼ す 温 度 と 水分 量 の 影響 等 を 詳し く 検 討 , 最 も 能 


率 的 に 多数 の 稚 員 を 得る に 必要 な 方 法 と 諸 条 件 を 追究 
し た . 住 血 吸 虫 症 に 対す る 適 確 な 化学 療法 剤 の 開発 が 


まだ 充分 で な い 今 日 , 本 症 の 予防 , 撲滅 対策 の 重点 
_ が , 官 入 員 の 殺 滅 に 指向 され ね ば な ら な いと と は 勿論 


CHS. と の 意味 で 現在 , BEATUM 251 EI OUT 
完 , 大 激 の 利用 , 物理 的 向 且 法 等 に 多く の 研究 が み ら 
れる が , 自然 界 に 於 ける 卵子 区 対す る 対策 も 当然 考え 


. られ て よい と と で あっ て で , 本 研究 は その 基 麻 研 完 の — 
_ 部 と し て も 意義 ある も の と 考え る . 


実験 材料 及び 方 法 。 


tos 


と フ ネリ サッ EYED の. quadrast の 一 種類 で あ 5. 


産卵 及び 飼育 に 用 いた 土壌 は 久留 米 市 筑後 川沿 岸 の 自 


然 電 和 地 か ら 持ち 帰っ た も の で ある . — 
1 . EMO DORM 15cm 径 の ペトリ ー シ ャ 


ー レ に 同 大 の , 水分 を 含ま せ た 円 形 濾紙 を 敷き , その 


実験 に 用 い られ た 宮入 具 は 久留 米 産 の 0. nosophora. | B 


. 上 に 適当 に 水分 を 与え て よく と ね た 上 記 土 壌 を 5~10 


mm の 厚 さ 平坦 に 盛り , その 表面 を ヘラ を 用 いて 滑 


ちか に し た . と の 産卵 培地 に 1 ケ 当 り 宮 入 忠 50 個体 づ 


つ 投入 し , ガラ ス 板 で 華 を し て 湿度 を 保っ て 飼育 する . 
その 産卵 培地 の 土壌 は 2 週間 毎 に 新しい も の に 取 換え , 
その 都度 約 50mg の 配合 飼料 (マイ ミー ル , マウ ス 固 
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型 飼料 , 卵殻 を 夫々 2 : 2 : 1 の 割 で 配合 し た も の ) . 
を 与え た 。 産み お と され た 泥 皮 を 被っ た 卵子 (Fig. 1) 
を 毎日 , 数 を 算定 し , これ を 有 英 卵 培地 に 移す . | 

EIPRE e Lcid BERE CEO 2 種 を 


用 いた . 土壌 の 場合 に は 前 記 産 卵 培地 と 同様 , 15cm 


- 径 ペトリ * シ ャ ー レ 人 演 紙 を 置き ,. その 上 に ミン チ で 
細 土 化し た 乾燥 土壌 を 2-3mm の 厚 さ に 薄く ぬり , と 


れ に 水分 を 加え , 土壌 表面 の 水分 量 を 一 定 に 調整 し た . 
濾紙 培地 は シャ ー レ に ISemft EOE BROCE CT, 


一 定量 の 水分 を 号 え た . 

と れ ら の 培地 の 上 に 産卵 培地 か ら 得 られ た 新鮮 な 路 
子 を 概ね 50~100 個 を 行儀 よく 並べ , 塔 地内 の 水分 と 
湿度 を 保つ た め に ガラ ス 板 で 被 い , ワセリン で 封じ て 
飼育 し た . (Fig. 2,3) 

), 般 卵 培地 の 水分 は それ に 含ま れる 水分 量 に よっ 
て 第 1 度 か ら 第 6 度 ま で の 6 段階 に 分 け , 各 温 度 と 組 
合せ て 実験 理 を 設定 し た . 培地 の 水分 量 の 規定 は 土壌 
と 濾紙 で その 基準 が 異な る . 土壌 の 場合 に は , BHR 
態 を 第 1 度 。 水温 し の 状態 を 第 6 度 と し , その 中 間 は 
土壌 の 上 tc 軽く 立て た 店 Smm の 濾紙 片 に 10 秒 問 (に 上 
昇 する 水 の 高 さ で 表わし た . M ち Imm, 2.3mm, 


Fig. 1 Fresh eggs covered with mud-like 


particles on the soil. 


4~6mm, 7~10mm を 夫々 第 2 度 乃 至 第 5 度 と し た - 
濾紙 の 場合 は 15cm 径 濾紙 に 含ま せる 水分 量 で 示し , 
その 量 ! は 夫々 第 2 度 で aml, 第 3 cami, 第 4 度 で 
6ml, 第 5 度 で 8m1 と し て ある . 第 6 度 は 師 水 し た 状 
ETHS. 

4、 飼育 温度 は 105C か ら 32CC ま で の 7 群 と し , 夫々 
ZIP IBA, 低温 恒温 槽 , な ど を 用 いて 恒温 (に 保っ た 。 

5. RRT CED FEIN OIF 1S BBB 
か ら 概 ね 毎日 乃至 数 日 毎 に 泥 皮 を 破り , 内 部 の 卵子 の : 
生死 と 発育 段階 を 観察 する と 共に , 卵子 が 成熟 し て 更 


と 自然 映 化 する 経過 を 追 宛 し た 。 


Fig. 2 Eggs placed on soil in culture chamber. 


Fig. 3 Eggs placed on filter paper in culture 


chamber. 


= B K iff 


I 宮入 中 の 産卵 

O. nosophora の 自然 棲息 地 で ある 筑後 川 の 川原 に て 。, 
2 月 上 旬 , 3 月 中 旬 , 4 月 上 旬 , 5 月 下旬 , 6 月 中 旬 
の 夫々 異な っ た 季節 採集 し た 宮入 貞 成 由 を 実験 室 に 
持ち 帰り , 各 和 群 毎 に 雌雄 夫々 50 個 体 づ つ を 産卵 培地 


移し 。20 へ 25°C の 飼育 室 に て 飼育 する 。 毎日 の 産卵 数 
を 数 え , 1 週 毎 の 産 著 数 の 泉 計 を 図示 し た の が Fig. 4 
CHS. これ を みる と , 2 月 群 で は 飼育 開始 後 。 6 日 
目 に 産卵 が 始ま り , 2 月 下旬 か ら 3 月 中 旬 IC か け て 産 
卵 数 の ピー ク が あり , 1 週間 の 集計 で 夫々 約 600 個 前 


| Number of eggs 
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2 a 4 


Month 


Fig. 4 Seasonal variation of egg-laying of 


O. nosophora from natural field. 


(OS, その 後 急激 落ち て 4 月 上 旬 ま で , 
約 7 週間 産卵 が 持続 し て いる . t OREESES NIE 
の 総数 は 2562 個 で ある . 3 月 君 は 3 日 目 か ら 産 卵 が み 
Bh, その 数 は 5 月 下旬 の 1 週間 で 既に 677 個 。 そ の 
後 次 第 に 減少 し な が ら 5 月 下旬 まで の 約 9 週間 持続 し , 
総数 2713 個 の 産卵 が みち られ た . 4 月 群 で は 初日 か ら 産 
SRDS ORO 1 週間 で 1151 個 の 極め て 多数 の 産卵 が 
ABN, 次 第 に 減少 し な が ら 11 週 間 続 き 7 月 上 旬 に 終 
KEL COS. 産卵 総数 は 4187 個 で 最も 多い . 1 日 当り 
の 最高 産卵 数 と し て 4 月 下旬 に 550 個 を 記録 し て いる . 
5 月 下旬 群 は 最初 の 1 週間 に 1342 個 を 数 えた が , 6 月 下 
旬 か ら TACA D EIERE F LRAT. E 
卵 総数 は 2417 個 で ある 6 月 中 旬 の も の で は 産卵 は すぐ 
始ま る が 7 月 上 旬 に は 産卵 は 止ま り , その 数 は 413 
個 で 産卵 期間 も 僅 2 週間 に すぎ な か っ た . と れ ら の 
ほか , 7 月 中 旬 , 9 月 中 旬 ,.10 月 下旬 に 採集 され た 宮 
入 上 貝 で は 産卵 は 非常 に 少な く , 引 き 続 き , 実験 室内 で 飼 
育 す る と , いずれ も 翌年 の 1 月 頃 よ り 多 数 の 産卵 が み 
られ る . 以上 の 知見 か ら 自 然 界 に 於 ける O. nosobhora 
は 5 月 の 初め か ら 生 婚 腺 の 発育 が 始ま り , 産卵 活動 の 
ピー ク は 概ね 4, 5, 6 月 に あり 7 月 に 入る と 下降 線 


を た どり , 秋季 に は あっ て も 非常 に 少な いと 思わ れる . 


一 方 実験 室内 で 20-252C の 下 で 飼育 し 成員 と な っ た 
O. quadrasi を 暴 雄 共 に 50 個 体 づつ 9 月 中 旬 よ り , 同じ 
産卵 培地 で 産卵 を 行わ せる と , 1 日 の 最高 産卵 は 142 
個 で も っ た が , その 産卵 は 18 週 間 以上 続き , その 間 1 
週間 毎 に 集計 し た 産卵 数 に 大 き な 消 長 が み ら れ な い . 
産卵 総数 は 4104 の 多数 に 至っ た . 


T. 宮入 具 卵 の 生存 , 発育 に 及ぼ す 温 度 , 水分 量 

| の 影響 

AA HOME ERIMEM ICE L, 適当 な 温度 と 水分 
の 下 で 飼育 し て , 色々 の 時 期 に 泥 皮 を 取り 去っ て その 
発育 を 実体 顕微 鏡 で 観察 する と , 腔 子 は 分 割 期 , 衰 腔 期 , 
担 輪 子 期 , 被 面子 初期 , 中 期 を 経て で や が て 被 面子 後期 
即ち 成熟 卵子 に 発育 する . COMMITS EMF 
子 の 全域 を 占め る 大 き さ で , BADIA EE UL, Bile 
e 23 1 層 半 は み ら れ る . 喘 化 能力 を 持ち つっ ゝ あり, こ 
の ます ゝ 外界 に お か れ て も 生存 可能 で ある . 20°C の 温度 
下 で は 明 卵 開始 後 1 5 日 で 分 割 期 一 裏 膝 期 , 610 
日 で 担 輪 子 期 被 面子 初期 ,11 ン 15 日 で 被 面子 中 期 , 概 | 
ね 16 日 以上 た つと 被 面子 後期 ORT) に 発育 する . 
以下 の 実験 で は 条件 に よっ て MEHE 120 日 間 ま で 観 


RL, 卵子 が 成 吾 卵 子 と な る 割合 即ち 成熟 率 で , 卵子 


の 発育 を 比較 し た . 実験 は の . nosophora, O, quadast 
の 2 種 に つい て 色々 な 温度 と 水分 量 を 組合 せ , 合計 87 
群 に つい て 発育 を 観察 し た . (Table. 1,2) 

1. 濾紙 上 飼育 の 成績 | | 
水分 量 の 第 1 BEHD TERS RHE Clk O mp 7$ 5 
温度 条件 の ゎぁ と で も 両 種 共に 数 時 間 内 に 総 て の 卵子 が 
TRL, 全く 発育 が み られ な い . 第 2 度 (15cm 径 渡 
紙 に 3m1 の 水 を 含む ) で は O, nosophora(d. 20°C, 25°C, 
27*C の 温度 帯 で 成幸 卵 子 へ の 発育 が み ら れ る , WI 
始 後 20 日 前 後 の 観 察 で その 成 難 率 は 夫々 75, 79, 11% 
T, 20-25?C で 高い 成熟 率 が み ら れ る . 水分 量 が 第 3 
E (水量 が 4m1) に な る と , その 率 は 夫 ネ 89, 89, 28 
% と 上 昇 する . 第 4 度 (6ml) は 濾紙 が 飽和 状態 の 水 
分 量 で ある が , 20°C, 25°C 27°C で 夫々 96, 85,7726 
HRAL, 30?C で も 同じ 時 期 に 18% が 成熟 卵子 と な っ 


て いる . 温度 が 15°C に お か れ た 場合 は 飼育 後 6 日 目 
に な っ て , その 462% が や っ て 成熟 卵子 発育 し て いる . 
温度 が 15?C の よう 低い と 卵子 は 死 減 は し な い が , . 
発育 更に 時 間 が か ゝ る と と が 分 る . 第 6 度 即ち 水 浸 
し の 状態 で は 30?C で も 6576 の 高い 成熟 率 が 得 ら れ , 
多量 の 水分 の 存在 が 好 結 果 を も た らし て いる 32°C 
以上 , 10?C 以 下 で は いか な る 水分 量 を 与え て も を 成熟 卵 
子 まで の 発育 が み ら れ な い . O, nosophora © HK Cf] 
BOBS, 最も 適当 な 温度 帯 は 概ね 20-25?C 附 近 に あ 
D, 第 4 度 以上 の 水分 量 が あれ ば 高 率 に 成熟 卵子 に 発 
育 す る . | B 

一 方 0. quadrasi を 用 いた 実験 で は 水分 量 が 第 5 度 即 
ち 濾紙 が 水 8ml を 含む 程度 に な っ て は じ め て 成熟 卵子 
が 見 い 出さ れる . し か も その 率 は 20?C で 11%, 25°C 
で 676, 27°CC 0% で 極め て 低い . 水浸し の 状態 (第 
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Table 1 Influence of temperature and wetness on growth and survival of Oncomelania 
nosophora egg on filter paper. 


Temperature | 32°C | sc 27?C | 25?C | 20°C | 15°C 10°C 
Period of incubation. 15 18 18 18 22: | 65 120 
Wetness 1 EE | . 096 0% 
(100) (100) 
2 | 1196 79% 7596 
| (100) (100) (200) 
3 28% 89% . 89% 
(130) (110) (200) 
4 0% 18% 77% 85% 96% 46% 0%, 
(100 (100) (228) (300) (260) (100) (50) 
5 | m | 1796 7096 77% 86% 52% 
| (47) . (80) (90) (154) (250) 
- 6 096 6596 7696 7296 00% . 0% 
| (50) (100) (100) (100) (130) | (100) 
| : Maturation rate, ( ): Number of eggs 
Remarks : Grade of wetness is expressed a the amount of water contained in filter paper with 
15cm diameter as follows ; 1. dry condition, 2. 3ml 3. 4ml, 4. 6ml, 5. 8ml, and 
6. condition covered with a large amount of water. 
Table ? Influence of temperature and wetness on growth and survival of Onsomelania 
quadrast egg on filter paper. 
Temperature | 32°C 30°C 27°C | Z5°C “Temperature [o sec | we | are | ase | me | me | ex. 20°C O 15°C —— He ee 10°C 
Period of incubation | 15 Posiod ot nostation | as | om | an | ae | om | e [m 18 | 18, | 18 |? 2 | oss 120 
| | 
| 
Wetness 1 | | " 0% 
SU 
2 0% 
| | (50) 
3 026 
(50) | 
4 0% 076 096 0% 
(50) (50) (85) |. (305). 
5 096 096 096 696 1196 
(153) (130) (102) (112) (198) 
6 0% 64% 69% 72% 83% 21% 0% 
| (113) (118) QD (111) (100) (100) 
| 


22 ・ Sh rate, ( ) : Number of eggs 
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6 HE) に な る と , RBIH, 7226, 6922 東 に 307C で 64 PRIC 25°C 以上 の 高い 温度 群 に その 傾向 が 強い . 32°C 


2% が 得 ら れる . 従っ て O, quadrasi で は O, nosophora 以上 , 10°C 以下 で は 成熟 し な い の は 濾紙 上 飼育 と 同 
と 比べ て その 発育 に は 多量 の 水分 が 必要 で ある . 殊 に 。 じ で ある . 
水分 の 不足 天 で は その 発育 が 分 割 期 や , Bais LO O. quadrasi で は 濾紙 の 時 と 同様 ,. どの 温度 で Ok 
発育 初期 で 止ま っ て いる も の が 多い . 水分 量 が 第 6 BE 分 量 が 第 4 度 以下 で は 成育 が な く , 水浸し の 状態 で は 
DFC 15°C, 65 日 目 の 成 績 で は 成熟 率 は 21% で O. じ め て 順調 な 発育 が お とこ っ て いる . 即ち 第 6 度 で は そ 
nosophora の それ より 低い . 32°C PE, 10°C Dee の 率 は 20°C で 84%, 25°CCI3%, 27°C THALA 
(XO nosophora と 同様 , RABBE oiv. い .302C 以 上 15*C 以 下 で は 成熟 卵子 は 出現 し な い . 
2 土壌 培地 で の 飼育 成績 (Table, 3,4) — 以上 , 濾紙 で も 土壌 で も , 両 種 と も 卵子 の 発育 の 最 
潤 紙 の か わり た 土壌 塔 地 を 用 いて 飼育 実験 を 行う と 適 な 温度 帯 は 概ね 20*C 乃 至 25?C 附 近 に あり , 温度 が 
O. nosophora の 場合 . 水分 量 が 第 2 ES 20°C で は と れ よ り 高 く て も 低く て も その 発育 と 成 熱 率 は 低下 す 
65 め の 成熟 卵子 が み ら れ た が 27°C で は 5 BESERIC る 傾向 が ある . O. quadrasi で は その 成熟 率 は 既に 
低い . 第 3 度 で も 25°C, 27°C T42, 9 504, 15C で 著 明 に 制限 され る . 0. quadrasi は 多量 の 水分 
30°C で は 成熟 し て こない が , 20?C で は 95 の 成熟 を 必要 と し , O.nosophera は 低 湿度 に 比較 的 強い ・ 
率 で ある . 第 4 度 で 最も よい 成績 が 各 温 度 で 得 られ , 更に 卵子 の 各 発育 段階 で の 温度 の 影響 を 詳し くみ 
20°C "C849, 28°C で 83 少 , 27°C で 58⑳ が 20 晶 前後 る ため, 土壌 上 飼育 の 途上 で 分 割 期 一 衰 膝 期 (1 ~5 
で 成熟 率 が み ら れ 30°C C5555DREMLCUÓS. — A), 担 輪 子 期 … 被 面子 初期 (6 て 10 日 ), 被 面子 中 
15°C で は 65 日 目 C51 少 で , 発育 が 遅れ る が 比較 的 多 期 て 11 へ て 15 日) , 被 面子 後期 16>20 日 ) に 当る 時 期 
数 の 成熟 卵子 が 得 ら れ て いる . 第 4 度 以上 に 培地 の 水 eBiis 日間 の み 有 害 と 思わ れる 温度 , 即ち 15?C_ 
分 量 が 増加 する と 成熟 率 が 落ち , 水浸し の 状態 の 第 6 以下 , 30°C 以上 の 温度 に さら し , その 時 以外 は 20?C, 
度 に な る と , 20?C で 58 必 の 成熟 を みた の み で , 他 の 水分 量 が 第 4 度 の 最適 条件 下 で 飼育 し , 卵子 の その 後 
温度 群 で は その 出現 が み ら れ な い . と の 様 に 濾紙 の 場 DEF, 発育 に 及ぼ す 影 響 を 追 完 し た . その 成績 は 
合 と 異な っ て 水分 量 が 余り 多い と , 発育 が 障 得 され る . Table 5 に 示し て ある が , その 影響 が 最も 強い の は 
Table 3 Influence of temperature and wetness on growth and survial of Oncome'ania 


nosnphora egg on soil. 


Temperature | 32°C 30°C | 21° | 25°C E 157C 10°C 
Period of incubation | 15 | 18 | 18 | 18 | 22 | 65 | 120 
Wetness 1 | | 095 0% 
| | (50) | (50) 
2 | 0% 0% 5% 65% 
(100) (100) (1050) | (700). 
3 096 096 996 29% | 75% 
(100) (100) (1000) (35) (800) » 
4 0 | 35% 5896 83% 84% 51% 0% 
(195) | (210) (1518) (470) (1895) (80) (50) 
5 0% | 0% | 3096 58% | 69% 38% 
| (76) | (236) (375) (80) (395) (115) 
6 | ! 0% 0% 0% 58% 0% 
| 
| i 


(50) . (50) (50) (450) (50) 


95 : Maturation rate, ( ) : Number oí eggs 
Remarks: Grade of wetness is standardized by the height of rising water on the strip (5mm 
in width) of filter paper which is set on the surface of culture ground as follows : 
1. dry condition, 2. 1 mm, 3. 2-3 mm, 4, 4-6 mm, 5. 7-10mm height, and 6. 


condition ccvered with a large amount of water. 
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Table 4 Influence of temperature and wetness on growth and survival of Oncomelania 


quacrasi egg on soil. 


Temperature | 32°C | 30°C | 27°C | 25°C | 20°C E 15°C | 10°C 
Period of incubation | 15 l 18 18 | 18 E A s | n 
Wetness 1 | E 076 | | 
| rc (50) | 
2 | e |. 096 
| (50) 
3 0% 
(50) 
4 | m 096 | 096 096 
| | | (50) (50) | (100) 
5 a - 0% 18% . 10% 
ーー | . (100) | (100) | (100) 
6 0% 0% 7696 9396 8406 - 096 096 


(50) | di (50) | (95) (50) (50). es 


% : Maturation rate, ( | ) Number of eggs 


Table 5 Influence of temporaly exposure to bad conditions of temperature for 


5 days on eggs at various stage of development 


Maturation rate (after 26 days of incubation) 


Stage of growth Early cieavage Trochophora . s M 
examined -Gastrula | -Early veliger Middle veliger Late Venger 
(Period of exposure) (1-5th day) (6-10th day) (11-15th day) (16-20th day) 
Temperature 
32°C 0%, 24% 60% . 72% 
30°C |. 8096 7826 7026 82% 
15°C | 83% 73% 82% 12% 
10°C | 7596 | 76% 79% NEL 7896 
5°C |. 1026 65% | 70% 76% 


Matarstion 1 rate of control group (20°C) : 81% © 


A number of eggs examined for each group vary from 40 to 85. 


32°C の 高温 で あっ て , Shade SN S - れる と 強い 障 得 を 受け , XOU IL6 0310 
れ た 場合 は , その 間 C に 卵子 の 総 て が 死滅 し , その 後 党 過ぎ な い . 要する に 32°C や 5°C の 異常 温度 は 分 割 其 
温 に 戻し て も 発育 が み ら れ な い . 担 輪 子 期 に 作用 させ 一 衰 腔 期 の 発育 初期 で 致命 的 な 打撃 を 卵子 と 与え る - 
た 場合 で も 成 熱 し 得 た も の は 僅か 24 必 で 発育 能力 が 強 GRIC 32" じ し は 夫々 の 発育 段階 で も 発育 に 悪い 効果 を 与 
く 障 害さ れる . 更に 料 面 子 中 期 で も 僅か な が ら 影 結 を ZB. 30°C, 15°C, 10°C へ の 一 過 性 の 暴 串 は 殆 ん ど 
受け る と と が 分 る . 5*C の 低温 は 担 輪 子 期 以後 で は 余 影響 が み ら れ な い . 


うり 影響 を 与え な い が , 分 割 期 栓 中期 に 卵子 が さら さ 


0 | | | 野 å a K Ñ. 


E 商 化 の 要因 
1. EBERLE TOR TORRE. 


_ 水分 量 が 第 4 度 乃 TE 5 度 の 土壌 培地 で 0. nosophora -— 


の 卵子 の 飼育 を 続け る と , 卵子 の 成熟 と と れ に 伴っ て 
自然 朋 化 が 起 っ て くる . Fig. 5, 6, 7 は 20°C, 25°C, 
27°C の 温度 下 で 毎日 か ら 数 日 毎 に 観察 し た 卵子 の 成 
熟 率 と , 自然 通化 と の 関係 を みた も の で , 卵子 の 成熟 


率 は 20°C で 16 日 , 25°C Eo C70 名 以上 に に, 27°C |— 
に 上 時 し 


で 13 日 頃 に 50 必 以上 に 達し , WIE 4E 
20°C, 25°C "C80 5EI E23, 27°C CH 6095 23 p 
る . Beh -cCOSEHO3ÉEE20?C T4320 H, 25°C 
で は 21 日 目 , 27°C で は 24 日 目 頃 か ら 始 まり , その 数 
は 次 第 に 増加 する が , 20°C BCUMABA4A RSC, 総 
FROMM EIGHT SD, 25?C 群 で は 30 日 目 で 約 


30%, 27°C で は 80 日 目 で 約 20 の 自然 野 化 が み ら れ . 


Z. 特記 27°C で は その 後 増加 が 余り み ら れ な い . 一 


EIC ELEME IU T DER UT, Dis ORE BO 


て 始ま り , その 速度 も 極め て ゆる や か で , 全体 と し て 
の 自然 婁 化 率 も 低い . X 25°C 以上 温度 が 高い 場合 
は その 率 が 低下 する 傾向 が み ら れ る . BOK ees 
第 3 度 以下 で ある と 成熟 卵子 に 発育 し た の で も と の ま 


ゝ の 第 3 度 以下 で 飼育 する 限り 骨 化 が み ら れ て いな い . 


2. KEKERE 
_ 上 記 土壌 培地 で 成熟 卵子 の 出現 が み ら れ る 頃 か ら 毎 
日 或いは 数 日 毎 に 順次 に 先 水 を 行っ て みる と , 20°CH 


Hatching rate 


14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 


Incubation period (day) 


€—-7. Maturati ion rate 


で は 飼育 19 日 目 の も の か ら 25°C HCA, 27°C 
で は 14 日 目 か ら 稚 且 の 敵 化 が 起 る . ZORNE l3 Fig. 


(5, 6, 7 で 太い 線 で 示す よう に 次 第 に 増加 し , 夫々 23: 


日 , 14 日 , 15 日 目 以降 に な る と 大 部 分 が , と の 操作 に 
よっ て 通化 し て くる . -RCE o TAKEk o TH 
と る 骨 化 は 卵子 の 成 吾 より も 遅れ て お と り , 外観 的 に 
成 難 し て る 時 化 能力 を 持つ まで に は 時 間 が か ょ る 様 に 
思わ れる . PEJO WE b 20°C に 比べ , 25°C, 
27°C が 早い . 自然 笛 化 に 比べ 短 水 に よる 人 工 的 通化 
は 極め て 高 率 で ある . 又 飼育 期間 と 冠水 に よる 負 化 率 
と の 関係 を みる と , 20°C で は 飼育 45 日 を 経て る 殆 ん 
2210095 ICAL PLA られ 成熟 卵子 が この 温度 で 
は 永く 通化 能力 を 維持 で きる . し か し 25°C, 27°C EHE 
で の 蜂 化 率 は 概ね 19 日 頃 が peak T, その 後 で は その 
率 が 次 第 に 低下 する 傾向 が あり , 特に 27°C で は 20 日 
以後 , 即ち 自然 有 通 人 が お と る 時 期 以後 に は その 低下 が 


"BEL, 以上 の よう に 卵子 が 成熟 し た 頃 を 見 は か ら っ 


E M 
る と と が 出来 る . 

次 に 完 水 に よる 航 化 現象 を 実体 顕微 鏡 下 で 詳し く 観 
察する と , 早い も の で は 冠水 後 5 分 以内 に 卵子 を 被 う 
泥 皮 の 表面 に 亀裂 を 生じ , 次 第 に それ は 大 きく な っ て 
その 間隙 か ら 活 発動 いて いる 稚 員 が み ら れ る . な か 
の 稚 由 は 積極 的 に 泥 友 を 摂 食し な が ら , BREM LO 


| ろ げ 脱出 を は か り , 遂に 昧 化 が 完成 する . は じ め に 介 


Hacnting rate 


10 i2 M 36 18 20 22 24 26 28 BY 


Incubation period (day) 


—> Hatching. rate(-+ natural hatching putos 
*—* Natural hatching rate 


Fig. 5 Shoiwng increase of maturation of eggs 
according to period of incubation on culture 
ground and their hatchability(20?C) 


. Fig. 6 Showing increase of maturation of 
eggs according to period.of incubation. on 


culture ground and their hatchability(25°C) 
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Hatching rate 


10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 
Incubation period (day) 


e——. Maturation rate 

ANM Hatching rate Ëi natural hatching rate) 
€ Natural hatching rate) 

Fig. 7 Showing increase of maturation of eggs 
according to period of incubation on culture 
ground and their hatchability (27*C) 


裂 が 生じ て か ら 大 部 分 の も の は 30 分 以内 に 脱出 する が , 
な か に は と れ に 数 時 間 を 要する も の が ある . 

冠水 に よる 野 化 の 時 間 的 経過 を みた の が Fig. 8 で 
ある . 20°C で 26 日 間 飼 育 し た 卵子 を 谷 む 土壌 培地 
20°C の 水 を 注ぐ と , 30 分 で 15 少 , 2 時 間 で 19 必 , 5 
HRT C 45%, 24 時 間 で 85 多 の 成 難 卵 子 が 笛 化 を 完了 す 
5. 又 同 じ 条件 で 31 日 間 飼 育 し た も の で は 2 時 間 で 29 
6, 5 時 間 で 実に 87 必 , 24 時 間 に は 98 必 と ほとん ど 全 
CORRINEDMLETS. CO 2 HRUIZSET- 
(SEK RAPA CA 23M UC 4 523, TE 


4^ Omama Group incubatd for 31days 


oe ここ =o Group incubated for 26 days 


. Hatching rate 


2 4 6 8 1. 2 14 16 18 20 22 24 
(hour) 


Fig. 8 Acceleration of hatching process pro- 
. voked by submerging of mature stage eggs into 


" water. 


Hatching rate 


LÀ 
e E 
, 
+ ci 5 
2 5 i ; IT] $ 24 | hour : 


Fig. 9 Hatching process of Oncomelamia eggs 


submerged into water of various temperature. 


に 飼育 日 数 が 長い も の が より 速 か で ある . 

次 に 同じ く 紀 日間 飼 育 し た 群 で 加え る 水 の 水 温 の 影 
郷 を 24 時 間 観 察し た . それ に よる と 40°C の 高温 水 , 
5°C の 低温 水 で は 通化 は 全く お と ら な い . HC 40°C 
の 場合 と に は 泥 皮 を ひら いて みる と , 全 卵 子 が 死 濾 し て 
いる の が 確認 され た . 5°C の 低温 水 を 注い で 観察 し た 
も の に 新た に 20°C の 水 を 注ぐ と , その 61 必 が 映 化 し 
て くる . 低温 水 は 明 化 能力 に は 影響 は 少な い . 10°C 
の 水 で は 2 ETIA, 5 時 間 で 10 め , LOR CIS, 
24 時 間 後 で も 49 の 蜂 化 率 で 抑制 が み ら れ る . 15?C 


の 水 で は 2 時 間 で 7 2, 5 時 間 で 52% で 幾 分 抑制 され る 
傾向 が ある が , そ の 後 10 時 間 で 85 必 ,24 時 間 で 95 狗 が 時 


化し て いる . 25°C, 35?C の 冠水 で は 夫々 2 HCO 
67%, 5 ERIC 8895, 83 少 と 順調 な HEDRE C 5 23, 
35°CC (LE OBRMLT 5 ONAA. (Fig. 9) 

3. 温水 濾紙 上 で の 映 化 | 

水分 量 が 第 6 度 の 濾紙 上 で 宮入 中 卵 子 を 20-25*C 
で 飼育 する と 好適 な 土壌 培地 (第 4 度 の 水分 量 ) と 同 
BR, 高 率 に 成熟 卵子 に 発育 し , 自然 川 化 が お と る と と 
は 前 に 述べ た . 

“AE (O. nosophora, O. quadrasi) OBI x 
夫々 100 個 づつ , 濾紙 上 に 並べ て と れ を 水 を 盛っ た ペ 
トリ シャ ー レ の 中 漬け て , 飼育 の 初め か ら 水中 で 菩 
養 す る と , 順調 成 熱 卵子 に 発育 する . WEISE 
つ に 至っ た も の か ら 遂 次 明 化 し , 稚 中 が 遊山 する . 

先 づ O. nosophora の 卵子 で みる と , Wb 30°C, 
27°C で 夫々 を 11 日 , 12 日 に 始まり, 次 第 に その 数 は 増加 
し て 15 日 目 に peak を 示し , 4 CRASS OOD 
%, 802% が 笛 化 を 完了 する . 25"C の 場合 は 飼育 13 日 
目 に 始ま り 18 日 目 ま で に 68% が 時 化し た . その peak 
は 15 日 に ある . 20°C Ti BHEBERS OD 時 期 が お くれ , 
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20 H iC DRE E335 O, 22 日 目 を 頂点 と し て 88% 
が 28 日 まで 遇 化し て いる . 一 般 的 に 言っ て 水温 が 低 
く な れ ば 次 第 に 閉 化 が 遅れ , その 期間 も 長く な る . 
20°C “Clk HEL REIL SDD CHS. O. quadrasi 
CHEB RC HS DS, WALSH 4 30°C で 42%, © 
27°C で 5222, 25°C で 79%, 20°C で 70% で , WED 
始ま る 時 期 は 30°C, 27°C で 12 日 , 25°C で は 14 日 で 
RULE ARO peak は いづ れ も 15 日 で ある . 20?C で 
は 蜂 化 の 開始 も ずっ と 遅れ て 20 日 目 で , 頂点 は 23 へ ~24 
日 頃 に みな られ る . O. quadrasi で は O. nosophora VC Hy, 
E | | E STREDNE, だ ら だ ら と 続く 傾向 が ある . 
Fig. 10 Eggs submerged into water in petri 最も 能率 的 応 稚 只 を 得る に は O. nosophora で は 20°C 


dish. | | | 上 O. quadrasi Cl325* C TR LEDE b EE l 最適 で ある . 


(Fig. 10, 11, 12) 


Hatching rate - 


Incubation period (day) 


Fig. 11 Hatching of O., nosopnora eggs cultivated on filter paper submerged 


from beginning into water. 
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| Incubation period (day) 


Fig. 12 Hatching of O, quadrasi eggs cultivated on filter paper submerged 


from beginning into water. 


^ 宮入 貞 卵 子 の 発育 と 野 化 区 関す る 研究 | 35 


総 d と £ m 


現在 まで に 宮入 中 の 生態 の 観察 や 飼育 の 研究 が 多数 
の 研究 者 に よっ て な され て きた が , その ほとん ど が 成 
上 肌 あ る い は 自然 肥 化 し た 後 の 稚 由 に つい て の 生態 観察 
や 飼育 条件 を 追 宛 し た も の で , 宮入 貝 卵 子 の 発育 や 舟 
化 に 関す る 観察 は 極め て 少な い . その 主 な 原因 は 多数 
の 同じ 年 信 の 卵子 を 集め る と と と , 観察 の 方 法 の 難し 
さあ る と 思わ れる . 著者 は ペトリ ・ シ ャ ー レ を 用 
いた 産卵 培地 と WEIN BAL, O, nosophora と 
0, quadrasi の 産卵 を み , 卵子 の 発育 と 遇 化 を 観察 し て 
それ に 及ぼす 諸 環境 条件 の 影響 を 追 宛 し た . 

先 づ 産卵 と につい て 著者 は 自然 棲息 地 の 筑 後 川沿 岸 よ 
り 異な っ た 季節 に 採集 され た 宮入 中 O.nosphora を 実 
験 室 に 持ち 帰り , 20-25?C 飼 育 室 で 飼育 し , 産卵 の 推 
移 を 観察 し た . その 結果 9 月 か ら 11 月 に か け て 採集 し 
た も OF U2 [mE PICS DF, COR 
あっ て も 非常 に と 少ない . 2 月 , 3 月 の も の は 1 週間 
以内 に 産卵 が お と り , 4 , 5, 6 月 の も の は 採集 の 直 
後 か ら 多数 の 産卵 が ある . 6 月 の 中 旬 頃 な る と 産卵 
数 が 著 明 減少 し , 7 月 に 入れ ば 一 律 に 産卵 が 終 粉 す 
2. と の と と か ら 自 然 界 に 於 ける 産卵 は と し て 4 , 
5 , 6 月 の 3 ヶ月 の 内 に 行わ れる と 思わ れる . 

PRAT ESB RSTO BERR (STEARIC ES ENS KA BE 
確実 に 規定 な いし 笠 量 し , 温度 と の 組み 合わ せ を 作っ 
て 飼育 し , O. nosophora, O, quadrasi の 両 種 卵子 の 生 
存 , 発育 に 及ば す 物 理 的 環境 条件 の 影響 を 追 宛 し た . 
濾紙 上 飼育 の 場合 , 適温 で 両 種 と も 充分 の 水分 量 が あ 
る と いづ れ $ も 順調 な 発育 が み ら れ る . その 下限 を みる 
| と, O nosophora は 第 2 度 即ち 僅か の 湿り 気 が あ れ ば 低 
率 な が ら 成 熟 卵子 に 発育 する も の が あり , BALE (IU 
紙 に 6 ml) 以上 あれ ば 安定 し て 高 率 に 発育 する . 一 
方 O.quadrasi は 水浸し の 状態 で な けれ ば 殆 ん ど 発 育 
し な い . 土壌 培地 で 飼育 し て みる と , 0.quadrasi は や 
は り 充 分 の 水分 量 が 必要 で ある が , O. nosophera で は 
中 間 の 水分 量 即 ち 第 4 度 で 最も 成績 が よく , 水浸し の 
状態 に な る と , 明らか に 成熟 率 が 低下 する . 殊 に 25?C 
以上 の 温度 に な る と 発育 する 前 に 死滅 する も の が 増加 
する . これ は 恐らく 土壌 の 異常 分 解 , 微生物 の 異常 往 
殖 に よる 酸素 量 , pH の 変化 に 起因 する も の が 考え ら 
れる . この よう に O, nosophora は 比較 的 低 湿 度 に 強 
$5 O, quadrasi は それ より 更に 多量 の 水分 を 必要 と 
し , 特に 発育 初期 で の 水分 不足 は 致命 的 で ある . EG 
(1956) の O. hubensis こつ いて の 観察 で ほ は 潮 泥 の 状 
態 が 最も よい と し て いる が , と れ は 本 実験 の 第 5 度 と 
第 6 度 の 中 間 の 水分 BCH 0,0. quadrasi O. hupensis 


の 両 種 卵 子 の 発育 に 至 適 な 水分 量 は ほ ば 似 か よっ た も 
の と 思わ れる . 宮入 貝 卵子 の 発育 に 至 適 な 温度 は 概ね 
20-25°C 前 後 の 問 に あり , 水 分 量 が 適当 な ら ば 大 部 分 
が 成熟 する . 32°C 以上 で は 死滅 し ,10*C 以 下 で は 発育 
は 停止 する . 殊 に 32?C の 効果 は 発育 初期 に 於 いて 閉 
明 で た と え 2 日 間 の 一 時 的 な 暴露 で も っ て も 致命 的 
作用 する . 15?C の 場合 に は 発育 が 遅延 し , そ の 率 も 依 
下す る が , O. quadrasi で は 低温 に 弱く , 特に その 影 
響 が 顕 若 で ある . 飯島 (1965) も 一 般 的 最適 温度 は 
20-30°C と し , それ より 高温 又は 低温 が 発育 に 障 得 的 
に 働く と と を 述べ て いる が , 著者 の 成績 は 数 の 上 で 更 
(こと れ を 確認 づけ た も の と 云え る . | 

ROL OR LC, Chi & wagner が 26°C で 
O. formosana で は 9 —41H, O. nosophora で は 9 —49H, 
O. quadrasi で は 8 一 40 日 の 夫々 の 期間 に 川 化 を みて い _ 
2. X Otori が O, mosophora で は 20-25?C で 12 一 
55H, 24-29?C cC11—33B tC BRR ERR LIC 5. 
Lip LAIPE 4 ERISA Cie. 著者 は 
土壌 培地 の 上 で O. nosophora 卵子 の 大 部 分 が 成熟 卵 


- 子 と な っ た 頃 を 見 計ら っ て , 培地 に 水 を 注ぎ 先 水 させ 


BL, —ÓÉUCBAUA BT 0, 24 時 間 内 に 成熟 卵子 の 大 
部 分 が 骨 化 を 完了 する 事実 を 確認 し た . COBRA 
する 水 の 温 度 は 20-25?C が 最適 で , 40°C の 水温 で は 
卵子 が 死 城 し , SC の 水 で は 野 化 が お と な ら な い - + 
壌 培地 上 で の 卵子 の 成熟 と 昨 化 能力 を 得る まで に 必要 
な 飼育 期間 は 温度 や 水分 量 な どの 環境 条件 に よっ て 異 
な る が , KEk 20°C で は 19 日 , 25°C で 


© H, 27?C で 14 日 頃 か ら お と り , その 数 は 次 第 と 増加 


する . 従っ て 最も 能率 よく 稚 上 中 を 得る 為 に は 20?C 飼 育 
で は 30 日 25°C, 27。C の 飼育 で は 20 昌 前 後に 冠水 を 行 
う の が 最も 望ま し い . 卵子 の 遇 化 能力 は 20°C で は 45 
日 間 飼育 を 続け て も 充分 維持 され る が , 27°C の 場合 
に は 土壌 上 で 20 日 を 過ぎ る と 冠水 し て も 明らか に その 


- 率 は 低い . 高温 の も と で 長く 土 壊 上 に 放置 すれ ば 20 日 


を 過ぎ る ど 般 化 能力 を 失う も の と 思わ れる . 
.. O, nosophora と O, quadrasi の 卵子 を 初め か ら 水 中 
に 漬け た 注 紙 の 上 で 20-30*C の 温度 で 飼育 する と , S 
子 は よ ぐ 発育 し , 般 化 能力 を 持つ に 至 つ た も の か ら 遂 
次 稚 由 が 遊 出す る - 遇 化 の 開始 は 温度 が 高い 程 促 進 さ 
れる が , 全 卵 子 の 笛 化 率 か ら み る と , O, nosopokra で 
[420°C 86%, O, quadrasi で は 25°C で 79%5 と 最適 


CAA. 先 に も 杉浦 (1933), Abbott (1946) ,Ishii 


(1951); Otori (1956), Chi et (1957) 等 が 自然 界 及 
び 研 究 室 で の 観察 で , SMEA AWE CORMLE TO 


(& | E OR HB R 


期間 を 想定 し て いる が , と れ ら の 成績 に は 実験 的 根拠 

BELO. 医者 は 水中 に 漬け た 濾紙 培養 の 成績 か ら 一 
_ 応 通化 発生 の peak を 示す 日 を 基準 と し て , 新鮮 卵子 
が 野 化 する まで 必要 な 飼育 期間 は 0. nosophora で は 
27-30?C TIH, 25*C'C 15H, 20°C で は 22 日 , O 
quadrasi で は 25?C 以 上 で 15 日 , 20°CC22—24 8 と 考 
えら れる , 

以上 状 者 は 宮入 貝 卵子 の 発育 , 負 化 に 及ぼ す 物 理 的 


摘 


著者 は 宮入 貝 O. nosophora , O. quadrasi 卵子 の 発育 
RELIC BURT WORE, ee 
つい て 実験 的 観察 を 行い 次 の 結果 を 得 | 

1). sss vendi N 自然 界 に 
於 ける O.nesephera の 産卵 の 時 期 は 主として 4, 5, 
6 月 に あり , 7 月 世 入 る と 終 鳩 する も の が 多い . |— 
2) 宮入 中 の 成熟 に は 一 定量 以上 の 培地 の 水分 が 必要 
で ある 。 一般に O. nosophora は 比較 的 水分 不足 に 強 
い が , O, quadrasi は 少く と も 水浸し の 状態 以上 の 水分 
が 必要 で ある . 

a) BOHOTI bE 20°C WHIS°C Hi 
に あり , ee tilius 
32°C 以上 , 10°C 以下 で ! は その 途上 に 死滅 又は 発育 
停止 する . apis usa e 


4) 成 熱 卵 子 に 発育 し た 時 期 に 飼育 培地 に 冠水 する と 。 
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条件 の 影響 に つい て 研究 室内 で 実験 的 に 追 宛 し , 温度 
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要 


一 挙 に 多数 の 鈴 共 を 得る と と が で きる 。 
_ 5) 初め か ら 水 中 に 漬け た 濾紙 上 で 飼育 する と , 卵子 


は 順調 に 発育 , 遂 次 笛 化 し , 高 率 に 稚 具 を 得る と と が 
で きる 。 | | | | 
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_ 度 に より 異な る が , 25°C で 概ね 15 日 で ある . 
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